































二予四、四者加一」とは、2 を 4 に変え、4 に 1 を加えて 5 とすること、即ち「五之」の「五」

































　　1 里に 1 里を掛けたら 1 平方里になる。（そこで、百の位に 1 を与える）。次にその 1
を見たら、2 を与えて（十の位にそれを与える）。次にその 2 を見たら 4 を与えて、4 に





　我々の推論で問題があるとすれば、125 を導くのに、「百の位に 1 を与え、十の位に 2











　「里の下」とは、まず 1 平方里の 1 を置き、これを百の位とする、この百の位の「下の位」
という意で、ここでは十と一の位のことを指す。そこに 25 を与えると、百の位に 1 があ















或いは、縦において 240 歩を伸ばしてゆけば、それに応じる広の歩数が「この 240
歩を縦とする長方形部分」の畝数であり、また元の縦に何個かの 240 歩があると、
その田は「広の畝数」の何倍かの面積を有するということである。もしも広か縦（或
いは 240 歩毎に一画分をなした後の残りの部分）が 240 歩に足りなければ、その部
分の広と縦を掛け、平常の田地の計算方式に基づいて結果を出す。
　　広が 240 歩であるとき、縦の歩数がそのまま長方形の面積になり、広が 240 から 2 倍、









　では、この「徑田術」の記述に基づいて、広 2520 歩と縦 3430 歩の長方形の面積の求め
方を実際にやってみよう。
①広 2520 ÷ 240 ＝ 10 と余り 120 歩　となるので、この 10 を縦の長さに掛けると、縦の
歩数がそのまま頃畝の数となるので、
　3430 歩× 10 ＝ 34300 畝　―――　（1）
　これが「置廣、置縱、除廣二百卌步、縱即成頃畝數」に相当する。「除廣二百卌步」とは、
現在の中国語で言えば、「廣、除以二百卌步（広を 240 歩で割る）」の意である。
②次に余りの広 120 歩と縦 3430 歩の長方形について、
　3430 ÷ 240 ＝ 14 と余り 70 歩　となるので、この 14 を余りの広 120 に掛けると、広の
歩数がそのまま頃畝の数となるので、
　120 歩× 14 ＝ 1680 畝　―――　（2）
　これが「除縱二百卌步、廣即成頃畝數也」に相当する。「除縱二百卌步」とは、現在の
中国語で言えば、「縱、除以二百卌步（縦を 240 歩で割る）」の意である。
③以上で、残りの面積は、広 120 歩、縦 70 歩の長方形だけになった。これを「以此盡之」
と云っている。「此」とは 240 歩のこと、「之」とは、広と縦のことである。
④残りの広 120 歩、縦 70 歩はいずれも 240 歩以下である。これらを掛け合わせると、120
歩× 70 歩＝ 3500 平方歩となるので、これを 240 歩で割ると、3500 平方歩÷ 240 歩＝
35 畝　―――　（3）
　これが、「不盈二百卌步者令相乘也、如恒田」のことである。「恒田」とは一般の田のこ
とである。残りの広 120 歩、縦 70 歩はいずれも 240 歩に満たないので、「不盈二百卌步
者」と呼ばれている。



















をと云っている。「此」とは 240 歩のこと、「之」とは、広と縦のことである。 
④残りの広 120 歩、縦 70 歩はいずれも 240 歩以下である。これらを掛け合わせると、120
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 これが、「不盈二百卌歩者令相乘也、如恒田」のことである。「恒田」とは一般の田のこ
とである。残りの広 120 歩、縦 70 歩はいずれも 240 歩に満たないので、「不盈二百卌歩
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　「徑分」題の意は、5 人で 3 と 1―2 と
1―3 を分ける算法を述べたもの。その術では、下（即ち、
分母）に 3 があるので、1 を 6 とし（即ち、3 を 18 とすること）、 1―2 を 3 とし、
1―3 を 2 と





　　　縣衟官有請而當爲律令者 , 各請屬所二千石官 , 二千石官上相國、御史 , 相國、御史












　もう一度、その具体的方法を見てみよう。5 人で 3 と 1―2 と
1―3 を分けるとき、現在の我々
のやり方に従えば、（3 ＋ 1―2 ＋








　しかし、「徑分術」では、その手順を踏まず、直接 3 と 1―2 と
1―3 に 6 を掛け、18 と 3 と 2
を得て、これを足すと、23 が得られる。また、除数の 5 にも 6 を掛けて、30 とする。そ
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　広 2520 歩と縦 3430 歩の長方形の面積は、2520 × 3430 平方歩であり、これを頃畝に直

































































































































































































注 3、楊伯峻《春秋左傳注》436 頁、中華書局 1981 年。
注 4、宋李昉等撰『太平御覽』1247 頁、中華書局影印 1960 年。また、卷八百五十、四百
二十六にも『韓子』のこの故事を録しており、文字にやや出入りがあり、人名も「箕
鄭」に作っている。
注 5、陳奇猷校注『韓非子集釈』684 頁、上海人民出版社 1974 年。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
